
道経営上利用の途が多い。---"運賃。(平総菩三造 ・ 青木左京)

りよかくうんちんのがいさんばらい 旅客運賃の概算払

旅客は原日IJ として旅客運賃 ・ 料金を支払って，相当の乗車券

獄を購求したのちてeなければ乗車紛することができなL 、ことと

なってはし、るが(鉄道営業法第 15条) ， 現実には旅客が駅A無配

位駅から乗車する場合，列車出発までに乗車券類の購求をする

いとまのない場合，または車船内で来事変更をする場合等には

事船内において衆務員が旅客運賃 ・ 料金を収受して， 乗車券類

の発売をすることとなる。乗務員は駅の場合と異なりつり銭を

常に十分に用意しておくことはできないので，鉄道選l輸規程第

11条においては L鉄道は旅客に対して迎J:'tおよび料金の正n:払

を訪求するこ と ができる1 むねを規定しているが，現実|問題と

して旅客に正:p:払を強制することはできないし，またときには

i時間僅少のため正当旅客運賃 ・料金の収受計算ができない泌合

もあるので，現行旅客巡送制度においては， 乗務員はfl~附やむ

をえない事l却があるときには， 傾斜似の収受をすることができ

ることとしている。ここにL 、う概;p:tiJlとは，正当額に対する近

似額をいうが，この場合はその制定の目的から当然に， 正当制

以上の額を怠'!iIとする。概算額を収受した旅客に対しては車内有lì

充券により乗車券顛を発行する。したがって概算額を収受して

いる車内補充券は，乗車券類としての性絡のほかに預り鉦とし

ての性絡をもっ。紙:p:古買を収受している車内補充券に対しては，

旅客が前途の途中駅または着駅において速かに精算ーすることに

なっている。('1'-林喜三造)

りよかくうんちんのけいさん 旅客運賃の計算 鉄道の旅客

巡貨は，旅客の乗車する発駅 ・ 着駅間のキロ程に応じて決定さ

れるのであるが，この鉄道の旅客巡貨を計算する場合に使用す

るキ ロ 程は， 国鉄では線路が述統するかぎり，これを通算する

ことと している。旅客の来事行程中に航路 ・ 自動車線または国

鉄と連絡運輸を行う地方鉄道 ・ 軌道・航路もしくは自動車線が

介在する場合であっても，その前後の国鉄の鉄道線路は連続し

ているものとみなして， キロ程をi温:pーするのである。しかしな

がら， 旅客が環状線を一周する協合またはその発着区間の全部

もしくは一郎が復爽となる場合は，環状線が 1 周となる駅また

は復突が開始される駅において打切って各別に計算するのであ

る。

旅客の乗車形態が，当初の運送契約どおり行われれば，ベつ

だんに問題はないが，旅客が乗車券面に表示された着駅を乗り

こしたり， *111券聞に表示された治献と異なる方向に旅行を変

更したり ， あるいは来事券聞に表示された経路と異なる経路に

旅行を変更したりする場合が起ると，これに対応する旅客運賃

の計算方いかんが旅客の支払う五m傾に影響することとなる。

このような場合に対処する旅客巡j主計算方に発訳計算方式と分

岐駅計算方式との 2 とおりがある。

1 発駅計算 原乗車券面の発駅 ・ 着駅間に対する普通旅客

運賃と ， ~際乗車区間すなわち原乗車券加の発駅と，変更着駅

聞に対する普通旅客巡貨を比較する方法て'ある。現行旅客制度

において， この発駅計算方式を深刻しているのは，鉄道区IMJに

おいて，普通乗車券によって乗りこしをする場合で，原券区間

と乗りこしi茎|副とを通算したキロ程が， 150km 以内である乗

りこしをする場合と，東京付近および大阪付近における電車区

間内にある駅相互発着の普通乗車券によ って ， 同区間内の方向

変更および経路変更をする場合との 2 つがある。この場合には

原乗車券の区間に対する普通旅客主IU主と，笑際乗車区間の普通

旅客運賃とを比較して，不足額は追徴し，過剰額は払いもどし

をしないこととしている。

りよかくうん

定期乗車券の区間変更の取扱をする場合における定期旅客運

賃の計算においても ， 発駅計算方式を採用している。

なお祭りこしの場合で前婦の場合以外，すなわち原乗車券関

区間と祭りとし区間とを通算したキロ程が 151km 以上である

ときは，この発駅計算方式によらず， 乗りこし区間に対する普

通旅客運賃を収受することとしている。また方向変更 ・ 経路変

更の場合で，前掲の東京付近 ・ 大阪付近の電車区間内相互発着

の普通乗車券によるもの以外の場合には，発駅青 I.;n:方式による

ことなく，つぎに掲げる分岐駅計算方式による。

2 分岐駅計算 方向変更または経路変更の場合，原乗車券

面区間中の分岐駅からの不乗車船区間に対する相当旅客巡貨と

分岐駅から変更着駅に至る変更区間に対する普通旅客運賃とを

比較する方法であって，この場合には変更区間の営iHi旅客運賃

に，原mllï券 1 枚ごとに手数料10門を合計した仰と，不乗車船

区間の相当旅客運賃とを比較して，不足綴は追徴し，過剰額は

払いもどしをしないこととしている。なおこの場合に， 変更区

l習が 2 区間以上;!;_，るとき であ って，その変更区間の間に旅客の

所持する来事券の券面の区間があるときは， これを変更区間と

みなして，旅客巡貨を計 pーする。

分岐駅計算についてはつぎのようなものもある。すなわち国

鉄の普通旅客運賃は， 遠距離逓減制を係用しているので，キロ

程五lí;P:による遠距離逓減の利議を供与するため，団体旅客運賃

の計算または周遊割引旅客巡貨の計算上において， 本線区間を

通算し， 分岐線区間を別途巡賃計算して ， これに加える運賃計

算方を採用して旅客の利便をはかつている。たとえば東京 ・ 山

田，山回 ・ 名古屋 ・広島と旅行する団体に対し， 東京 ・ 広島聞

の通算巡貨に，名古屋 ・ 山間聞の往復運賃を加算したもので団

体乗11ï券を発行するよ うなものである。(平林喜三造)

りよかくうんちんのごばらい 旅客運賃の後払 鉄道は不特

定多数の旅客を相手と して ìill送営業をしているので，鉄道営業

法第15条では L旅客は営業上別段の定めある場合のほか，運賃

を支払い，来事券を購求しなければ乗車できない1 旨規定して

おり ， 鉄道の旅客運賃は前払が原則となっている。

しかしながら特別な事情のあるものであって， 旅客運賃を後

払として一括収受することが適当であり，かつ国鉄において支

障がないと認めたものについては，後払の取扱を秘める場合が

ある。この場合に発売した乗車券を所持する旅客に対しては，

旅客の任意による乗車紛の変更，または乗車券の払いもどし等

は，後払扱の性絡上制限される場合が多い。現在旅客運賃の後

払の取扱を行っているものは， 運賃支払者が官公庁の支出官と

なるものが原則であって，つぎのよ うなものが為る。

1 在外邦人の引揚者，帰国する在日筆人 (厚生省関係)

2 自衛隊員および自衛隊入隊者(防衛庁関係)。

3 強制送還される不法入国者(法務省関係)。

4 駐留軍人 ・ 軍属の公務旅行者(米軍関係)， (平林喜三造)

りよかくうんちんのついちょう 旅客運賃の追徴 旅客に

乗車券を発売する場合でなしに旅客運賃を収受することをいう。

駅員無配位駅発の場合を除き旅客が有効の乗車券を所持してい

ないため，旅客の全乗車区間に対 して旅客巡貨を収受する場合

と，巡送契約の変更等により，旅客からすでに収受した旅客運

賃が不足するため，その不足傾を収受する場合とがある 。

つぎに旅客および荷物巡送規J{lJ上旅客運賃を追徴する場合を

挙げると ， つぎの とおり である。

1 旅客に対して無礼の取扱をするとき。

2 旅客(定期車乗券および回数乗車券使用旅客を除く)から，

乗車券の紛失の申出があった とき。
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